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記す。 〈名義抄〉 「尤 　





げたとする点は、 〈延・盛〉真名本・流布本『曽我物語』は同じ。但し、 伊東九郎の名前を異にする。 〈延〉 「助兼」 （巻四―一四〇オ） 、〈盛〉 「祐兼」 （
3―九二頁） 、真名本『曽我物語』 「助長」 （三九頁） 、
流布本『曽我物語』 「祐清」 （一〇八頁） 。他に、 〈長・南〉は「伊東九郎」として、名前不 、 〈屋〉 「祐澄」 （四九二・四九三頁） 、 〈覚〉「祐氏」 （下―二〇頁） 、 『吾妻鏡』治承四年 一八〇）十月十九日条「祐泰」 、建久四年（一一九三）六月一日条「祐清」と様々である。坂井孝一は、 『吾妻鏡』の記事の中では、 応の信頼に足る記事は記事内容の検証により、治承四年条と るが、どれが九郎







































































由を記す当該記事は、 〈闘〉の独自本文。 〈名義抄〉 「工 　
タクミ」 （仏






























































」 （三九頁） 、 流布本『曽我物語』
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【注解】 〇頼朝、 北条の嫡女に嫁する事 〔同じき十一月下旬の比〕
　
「十一




















また、流布本『曽我物語』に この後 、頼朝から「いかにもよきやうにあひはからい候へ 言われた祐親の子祐清が 藤九郎盛長弥三郎成綱をば、君御座のやうにて、しばらくこれにおかれ候べし」（一〇九頁）と進言する場面がある。真名本『曽我物語』の「盛綱」は、「成綱」の誤りの可能性もあるが、佐々木秀義の子、定綱の弟で、頼朝に近侍した盛綱か。 〈延〉の「野三刑部成 」は、 野三大夫成任 子、野三刑部丞成綱（ 「小野氏系図」続群書七上―一一八頁）とも、野大夫成朝の子、小野野三刑部丞尾張国守護成綱（ 「小野朝臣」 『古代氏族系譜集 』上―二八五～二八六頁）か。成綱は、 横山党小野の出自で横山党は頼朝没後、建保元年（一二一三）の和田の乱で大きな打撃を


















人知ベカラズ」 （ 〈延〉巻四―一四〇ウ。傍線部は、 〈盛〉 「ナシト」〔
3―九三頁〕 ） 。お前達がここにいれば、頼朝が姿をくらませたとは




















































































































いずれもこの後 続く祈誓記事の後に記す。 〈延〉 「盛綱・盛長ハ、兵衛佐ノガレ出給テ ハ、一筋ニ敵ノ打入ラムズルヲ相待テ、名ヲ留ル程ノ戦此時ニ有ト思ケル程ニ、夜モヤウ
く
明ニケレバ、各モ出去ニ












































































巻四―一四〇ウ。 〈盛〉は、 【 　
】の記事を欠く。この記事に続けて、 「其






を」 （四〇頁） 、 〈覚〉 「十三で元服しけるも、八幡
へ参り八幡大菩薩の御まへにて、 「我四代の祖父義家朝臣は、此御神の御子となッて、 名をば八幡太郎と号しき」 （上―三四〇頁） 、 〈盛〉 「高祖父頼義蒙夢告、怪傀儡腹ニ男子ヲナス。即八幡ノ宮ニ奉テ、八幡太郎ト世ニ申伝タリ」 （


































































































子の敵伊東祐親入道の首を取って、我が子千鶴御前 後生の身代わりに手向けようとする。こうした記事は 各巻冒頭に内題として「本朝報恩合戦謝徳闘諍集」と記す真名本『曽我物語』にこそふさわ いと言えよう（早川厚一、 一一八頁） 。この内題は、作者が兄弟 敵討の性格を、親への報恩・孝養（供養）のための闘諍と理解していたこと現れと見ることができる（東洋文庫『真名本曽我物語』
1―四一頁） 。








政子に通い始めた日付。先に 頼朝が、伊東の館を出て、北条へ移ったのは、嘉応元年（一一六九）八月十七日 ことであった。 〈延・盛〉は日付は記さないが、 「其後北条四郎時政ヲ相憑テ過給ケルニ、又彼ガ娘ノ有ケルニ、ヒソカニ通ハレケリ」 （ 延 巻四―一四一オ）と記すように、北条に身を寄せてしばらくして政子のもとに通い始めたとするのだろう。これ 対して、真名本『曽我物語』では、頼朝が北条へ移った を、 治承元年（一 七 八月下旬のこ とする。しかし、









































































































〈延・盛〉 「時政京ヨリ下リケルガ」 （ 〈延〉巻四―一四一オ） 、






























































〈延〉 「検非違使兼隆」 （巻四―一四一オ） 、 〈盛〉 「前検非違使兼
隆」 （









のは〈闘〉のみ。頼朝が政子 もと 通い始め のが、十一月下旬、頼朝 もとから政子を取り戻した 十二月二日、時政の迅速な処置の程を示す。 〈延・盛〉 「彼娘ヲ取テ」 （ 〈延〉巻四―一四一ウ） 流布本 『曽我物語』 「女とりかへし」 （一一五頁） 。頼朝は、 政子のも に通っ






























































は一」 （四九頁） 。流布本『曽我物語』 「目代はたづねけれども、







































































 志立正知「鎌倉期における関東武士の自己意識と『平家物語』 」 （国語と国文学 八
11）
＊





















 福田豊彦「 『源平闘諍録』の成立過程―千田合戦と伊藤三女の二 を中心に 　
補論 　
千葉介胤綱・時胤および千田泰胤の系譜上の位置」 （千
葉県史研究一一号別冊 世特集号、二〇〇三・
3）
＊
 元木泰雄『河内源氏 　
頼朝を生んだ武士本流』 （中央公論新社二〇一一・
9）
＊
 義江彰夫「源氏の東国支配と八幡・天神信仰」 （日本史研究三九四号、一九九五・
6）
